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アイドル♥ヒロインを探せ！／主要研究資料
厚見浩平　編

　これまで発行されたアイドルに関する書籍や論文のうち、現在入手・閲覧が比較
的容易なものを以下に挙げたが、本号収録の論考が多様なテーマを持つことからも
うかがえるように、「アイドル」という語が表す範疇はきわめて広く、かつ漠然とし
ており、資料の収集・整理にあたっては一定の制約を加えざるをえなかった。本一
覧では、『「アイドル」の読み方　混乱する「語り」を問う』の著者である香月孝史
の考察をふまえ、日本における特殊な一芸能ジャンルとしての「アイドル」に焦点
を絞って選考を行った。その際、評論家や研究者による論考のみならず、アイドル
自身やその周辺の人物による著作、ファンによる分析なども、今後の研究に寄与し
うる文字資料として対象に含めている。一方、写真集やCDといった視聴覚資料は、
分量の夥しさと、「文献表」たる本一覧の性格に鑑み、掲載を見送った。また、本号
全体の主旨に照らし合わせ、今回は女性アイドルに関する資料のみをリストアップ
した。そのため、男性アイドルに関する文献などは意図的に収録を避けている。

［凡例］
書籍
著者名　『書籍名』　出版社、出版年月
論文
著者名　「論文名」「収録誌名」通号、出版社、出版年月、頁
＊文献は著者名順（同一著者の場合は、出版年順）
　（著者名・編集者名が明記されていない雑誌などは著作名順）

Ⅰ．アイドルとその周辺人物による文献

相澤秀禎『松田聖子のバランスシート』光文社，1983
相澤秀禎『アイドル工房 ─ 夢の紡ぎ方』スコラ，1995
相澤秀禎『人気作りの法則』東洋経済新報社，1998
相澤秀禎『人生に拍手を！』講談社，2007
阿久悠『愛すべき名歌たち ─ 私的歌謡曲史 ─』岩波新書，1999
阿久悠・和田誠『A面B面─作詞・レコード・日本人』筑摩書房，1999
阿久悠『夢を食った男たち─「スター誕生」と歌謡曲黄金の70年代』文藝春秋，2007
阿久悠『阿久悠　命の詩 ～『月刊 you』とその時代～』講談社，2007
阿久悠『生きっぱなしの記 ─ 私の履歴書』日本経済新聞出版社，2007
阿久悠『歌謡曲の時代 ─ 歌もよう人もよう ─』新潮社，2007
川瀬泰雄『プレイバック　制作ディレクター回想記　音楽「山口百恵」全軌跡』学

研教育出版，2011
酒井政利『不可解な天使（スター）たち』廣済堂出版，1985
酒井政利『神話を築いたスターの素顔』文藝春秋，1995
酒井政利『アイドルの素顔─私が育てたスターたち』河出書房新社，2001
酒井政利『プロデューサー ─ 音楽シーンを駆け抜けて』時事通信社，2002
篠山紀信『元気な時代，それは山口百恵です』講談社，2011
千家和也『作詞の本』二見書房，1976
都倉俊一『あの時，マイソング　ユアソング』新潮社，2008
堀威夫『わが人生のホリプロ　いつだって青春』小学館文庫，2005
森昌子『明日へ』幻冬舎，2006
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森昌子『それはじんせい…』主婦と生活社，2011
美空ひばり『美空ひばり　虹の唄』日本図書センター，2012.3
山口百恵『蒼い時』集英社，1980

Ⅱ．アイドルに関する論考

秋元康・田原総一朗『AKB48の戦略！秋元康の仕事術』アスコム，2013
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版，2013
東琢磨「不幸という名の武器を共有せよ──美空ひばりをめぐって」「ユリイカ」31
（4），青土者，1999，172-183頁
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2012，118-123頁
稲増龍夫『アイドル工学』筑摩書房，1989／（増補版）1993
上野千鶴子，大塚英志「「戦後民主主義」と「松田聖子」」『諸君！』26（11），文芸

春秋，1994，90-102頁
薄井幸，中村雅裕，鈴木茂之，青木幸代，大場章男「ポリゴンアイドル　薄井幸」
「情報メディア」96（29），情報処理学会，1996，33-39頁

宇多丸『ライムスター宇多丸の「マブ論 CLASSICS」アイドルソング時評 2000～
2008』白夜書房，2008

宇野常寛『リトルピープルの時代』幻冬舎，2011	
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報」1432，キネマ旬報社，2005，182-184頁
AKB研究会チームH「「だだ漏れ」時代の純日本型アイドル」「新潮45」31（7），新

潮社，2012，107-119頁
小笠原隆夫「山口百恵主演映画のいくつかの特徴について　再び、今、なぜ百恵な

のか」「日本大学芸術学部紀要」41，2005，5-17頁
小笠原隆夫「百恵・友和映画の後期に向けて　現代娘のキャラクターの向こうに」
「日本大学芸術学部紀要」44，2006，5-29頁

小笠原隆夫「百恵・友和映画，最後の展開に向けて　「ホワイト・ラブ」「天使を誘
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2007，5-24頁
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太田米男「美空ひばりの映画『青空天使』（1950年）について」大阪芸術大学「芸術」
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大塚英志『システムと儀式』本の雑誌社，1988	
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2003，171-185頁
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近藤沙紀「AKB48 その人気の秘密と魅力　過去、現在、そして未来へ」京都教育大

学史学会「桃山歴史・地理」49，2014，3-54頁
斎藤茂『歌謡曲だよ！人生は─「平凡」編集長の昭和流行歌覚え書』マガジンハウ

ス，2000
斎藤完「美空ひばりの普及と初期映画の関係」山口大学教育学部「研究論叢」60第

3 部　芸術・体育・教育・心理，2010，115-126頁
斎藤完「美空ひばりの普及と映画の関係」山口大学「研究論叢」62 第 3 部 芸術・体

育・教育・心理 2012，145-152頁
境真良『アイドル国富論 聖子・明菜の時代からAKB・ももクロ時代までを解く』東

洋経済新報社，2014
笹山敬輔『幻の近代アイドル史：明治・大正・昭和の大衆芸能盛衰記』彩流社，2014
佐藤裕亮，北山晴一，片上平次郎「私たちの身体はどこにあるのか　AKB48の現れ

方を中心に」立教比較文明学会「立教比較文明学紀要」13，2013，129-140頁
さやわか『AKB商法とは何だったのか』大洋図書，2013	
さやわか『10年代文化論』星海社，2014年
絓秀実『昭和の劇　映画脚本家笠原和夫／笠原和夫，荒井晴彦』太田出版，2002
篠田正浩・若山滋『アイドルはどこから ─日本文化の深層をえぐる』現代書館，2014
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柴那典『初音ミクはなぜ世界を変えたのか？』太田出版，2014
　［初音ミクという「現象」を「サード・サマー・オブ・ラブ」ととらえ、ポピュ

ラー音楽史におけるそのインパクトを検証する］
柴台弘毅「音楽を媒介としたコミュニケーションの現在“会いに行けるアイド

ル”AKB48を事例に」「関西大学大学院人間科学　社会学・心理学研究」75，2011，
51-70頁

嶋田洋一郎「コピーとオリジナルの観点から見た美空ひばりと占領期の歌謡映画」九
州大学大学院「比較社会文化」16，2010，7-23頁

想田正『美空ひばりという生き方』青弓社，2009
高森万里『森高千里を待ちながら…─スーパーアイドルの徹底解剖』ベストセラー

ズ，1995
田川律「女学生日記それとも“幻想”文学？──山口百恵「蒼い時」」「思想の科学 

第 7 次」31，1983，63-66頁
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竹内義和『清純少女歌手の研究 ─アイドル文化論』青心社，1987
竹中労『完本　美空ひばり』筑摩書房，2005
竹中夏海『IDOL DANCE!!!　歌って踊るカワイイ女の子がいる限り、世界は楽しい』

ポット出版，2012	
田中秀臣『AKB48の経済学』朝日新聞出版，2010
塚田修一「彼女たちの憂鬱　女性アイドル“冬の時代”再考」鈴木智之・西田善行

編『失われざる十年の記憶─一九九〇年代の社会学』所収，青弓社，2012
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2006
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